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シ リ ズーシ リ ズー 地域で活躍する人　　志津川南区予算化された事業 その後

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

志
津
川
中
央
会

◆
今
後
の
活
動
は

　

地
域
内
外
の
組
織
と

連
携
・
協
力
し
、
活
動
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
継
続

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
子
ど
も
や
転
入
し
て

き
た
方
々
に
地
域
の
歴

史
等
を
伝
え
る
機
会
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
つ
な
が

り
、
世
代
間
の
つ
な
が
り

を
広
げ
、
地
域
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

◆
会
員
募
集

　

現
在
、
志
津
川
南
区
か

ら
約
20
人
が
、
中
央
会
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。

　

日
赤
奉
仕
団
志
津
川

分
団
と
志
津
川
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
（
議
会
だ
よ
り
第

74
号
掲
載
）
で
開
催
し
た

「
防
災
ひ
ろ
ば
」
に
お
い

て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
か

き
氷
や
綿
菓
子
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
「
こ
の
地
域
に
住
ん
で

良
か
っ
た
」「
住
み
続
け

た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
活
動
を
し
て

い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
の
た
め
に
」
が

モ
ッ
ト
ー
で
す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

子
ど
も
た
ち
が
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
に
誇
り

と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
ほ
し
い
た

め
、
組
織
連
携
の
サ
ポ
ー

ト
を
望
み
ま
す
。

　

他
方
、
自
治
会
に
加

入
し
な
い
世
帯
が
増

え
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
状
況
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
強
化
施
策
も
促
進

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

志
津
川
地
区
で
以
前

か
ら
地
域
活
動
を
行
っ

て
き
た
志
津
川
中
央
会
。

新
し
く
で
き
た
志
津
川

南
区
も
一
緒
に
な
り
、
地

域
間
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
状
況
は

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
に
な
り
、
楽
し
い

思
い
出
を
作
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

隣
接
地
域
や
子
ど
も

会
と
連
携
し
て
祭
り
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
天
満

神
社
の
春
祭
り
で
は
、
屋

台
や
紙
飛
行
機
大
会
を

し
、
夏
の
和
田
霊
神
大
祭

で
は
、
た
く
さ
ん
の
屋
台

を
出
し
て
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。
天
満
神
社
の
秋

季
大
祭
で
は
、
神み
こ
し
と
ぎ
ょ

輿
渡
御

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
草
刈
り
奉
仕
活

動
や
、
歳
旦
祭
に
生
姜
湯

の
振
る
舞
い
を
し
て
い

ま
す
。

西
にしむら

村　直
な お と

人さん 区長　岡
おかもと

本　隆
たかし

さん

【志津川南区】
　北吉井小学校区で愛媛大
学医学部西に位置し、平成
28年に志津川区と分離して
できた新しい区。50歳未満
の人口が85.8% を占める東
温市で最も若い人が多い地
区。９月末の人口は1669人
（579世帯）

12
月
に
な
っ
た
ら

い
し
づ
ち
山
麓
マ
ル
シ
ェ
で

お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

志津川中央会志津川南区のメンバー 防災ひろば（参加者への振る舞い）

ＡＰハウス

手による摘果作業
摘果後

摘果前

自走式動力噴霧器

贈答用紅まどんな

天満神社秋季大祭

草刈り奉仕活動

次
号
（
76
号
）
は
「
シ
リ
ー
ズ
」

を
お
休
み
し
ま
す
。

次
回
（
77
号
）
は
「
下
林
区
」
を

取
材
予
定
で
す
。

「
天
然
の
ス
イ
ー
ツ
」紅
ま
ど
ん
な
を
つ
く
る

担
い
手
農
業
者
機
械
等
導
入
支
援
事
業

紅
ま
ど
ん
な
生
産
者　
西に

し
む
ら村　

直な
お
と人

さ
ん

◆
事
業
で
導
入
し
た
の
は

　

補
助
金
を
活
用
し
、
液

体
肥
料
や
消
毒
を
噴
き

か
け
る
た
め
の
動
力
噴

霧
器
と
A
P
ハ
ウ
ス
を

導
入
し
ま
し
た
。

　

紅
ま
ど
ん
な
は
、
水
に

弱
く
、
露
地
栽
培
で
は
果

実
に
雨
を
避
け
る
た
め

の
袋
を
か
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
雨
を
遮
断

で
き
る
Ａ
Ｐ
ハ
ウ
ス
は

そ
の
必
要
は
な
く
、
効
率

的
な
栽
培
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
紅
ま
ど
ん
な
栽
培
を

　

始
め
た
経
緯
は

　

東
温
市
で
の
就
農
を

目
指
し
て
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

中
央
で
の
研
修
中
に
、
紅

ま
ど
ん
な
の
栽
培
を
指

導
員
か
ら
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

紅
ま
ど
ん
な
は
、
多
産

多
収
で
、
冬
の
気
温
が
低

く
な
る
東
温
市
で
も
、
気

温
が
下
が
り
き
る
前
の

12
月
中
旬
に
収
穫
で
き

ま
す
。

◆
収
穫
ま
で
の
主
な
作

　

業
は

　

大
き
く
分
け
て
剪
定
、

摘
果
、
施
肥
、
消
毒
、
収

穫
で
す
。
２
～
３
月
に
、

の
こ
ぎ
り
と
は
さ
み
で

剪
定
し
、
６
～
10
月
に
、

果
実
を
一
つ
一
つ
選
び

な
が
ら
手
作
業
で
木
か

ら
落
と
す
摘
果
を
し
ま

す
。
施
肥
は
、
３
・
６
・

９
・
11
月
に
固
形
肥
料
を

木
の
根
元
に
ま
き
、
魚
肥

な
ど
の
液
体
肥
料
を
葉

に
か
け
栄
養
を
吸
収
さ

せ
ま
す
。
消
毒
は
、
天
候

や
病
害
虫
の
状
況
を
見

な
が
ら
行
い
ま
す
。

◆
栽
培
上
の
工
夫
は

　
「
紅
ま
ど
ん
な
」
は
J

A
全
農
え
ひ
め
の
登
録

商
標
で
、
品
種
名
は
「
愛

媛
果
試
第
28
号
」
で
す
。

糖
度
、
色
合
い
、
傷
等
の

厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
も
の
の
み
が
「
紅
ま

ど
ん
な
」
と
し
て
出
荷
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作

物
の
管
理
に
注
意
し
、
雨

や
風
の
強
い
と
き
は
夜

間
で
も
ハ
ウ
ス
を
閉
め

に
行
き
ま
す
。

◆
今
後
の
事
業
計
画
は

　

園
地
の
集
積･

集
約
化

を
図
り
つ
つ
、
栽
培
面
積

を
現
在
の
約
２
倍
の
１・５

～
２
ha
に
拡
大
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
カ

ラ
マ
ン
ダ
リ
ン
、
デ
コ

ポ
ン
等
の
新
品
種
に
も

取
り
組
み
、
経
営
の
安

定
化
を
図
り
た
い
で
す
。

　

今
後
は
、
Ｊ
Ａ
や
個
人

で
の
販
路
拡
大
に
加
え
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
県
内
外
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
４
回
東
温
市
議
会
９
月
定
例
会
が
８
月
30

日
か
ら
９
月
26
日
ま
で
28
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補
正
予

算
等
19
議
案
（
報
告
３
件
、
補
正
予
算
３
件
、
条

例
改
正
１
件
、
そ
の
他
議
案
２
件
、
契
約
１
件
、
認

定
８
件
、
人
事
案
件
１
件
）
及
び
請
願
１
件
の
合
計

20
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

９ 月

定例会

担い手農業者機械等
導入支援事業

野菜・花き等産地供給力
強化支援事業

家具等固定加速化支援事業

市庁舎管理費（修繕費） 公共土木施設災害復旧事業

問 補助要件に栽培品種の指定はあるのか。
答 栽培品種の指定はないが、３年後に拡大する有機
農業面積を定める必要がある。
問 新規に有機栽培を始める人も対象になるのか。
答 本事業は２年の事業期間であって、申請にあた
り有機ＪＡＳ認証事業者等であることが補助要件と
なっているため、新規で有機栽培を始める方は、難
しいと考える。

認定農業者等の有機農業面積拡大等に係る農業機械
の導入に対する助成に要する経費

認定農業者等の農業用機械等導入経費に対す
る助成に要する経費

老朽化等に伴う市庁舎施設の設備修繕に要す
る費用

梅雨前線豪雨により被災した道路等の復旧工
事に要する経費及び豪雨災害等に備えるため
の経費

野菜・花き等の産地基盤強化に対する助成に
要する経費

南海トラフ臨時情報等を受け、地震に備えるため
の家具固定器具等の購入・設置費用に対する補助
経費を緊急性に鑑み、先行して初日に可決
◆補助金額
　購入等費用の３/４で上限は１世帯15,000円

問 導入する農業機械等の内容は。
答 事業実施主体の認定農業者とＪＡえひめ中
央に対し補助を行う。乾燥機・自動計量選別
機及び低温貯蔵庫１件、４条刈りのコンバイ
ン２件、８条植えの田植え機１件、乗用管理
機１件、ＡＰハウス（柑橘園地）１件、自走
式動力噴霧器１件である。

問 修繕内容は。
答 建築後約25年経過のため修繕が相次いでお
り、今年度現在までに、エレベーターのモー
ター修繕、空調機の部品交換、５階バルコニー
の防水補修等の修繕をし予算を執行したため、
今後の修繕に備え見込み計上した。

問 ７月の梅雨前線豪雨により被災した場所は。
答 則之内２か所、河之内、山之内、樋口、上
林それぞれ１か所の計６か所である。
問 ８月末の台風10号による被災は。
答 則之内で１か所被災があった。

問 申請者への補助金額が、補助率１/ ２より
少ない額となった理由は。
答 補助対象事業費に対し、県１/３以内、市
１/６以内、合わせて１/２以内で補助するも
のであるが、今回は県からの補助配分が74.8％
となったため、補助金額が少なくなった。

問 購入場所・方法は。
答 領収書等があれば、購入場所は、市内外問わ
ない。ネット購入も可能である。
問 対象器具の種類は。
答 固定する金具やガラス飛散防止フィルム等で
あれば、種類の指定はない。
問 補助事業の周知方法は。
答 広報や新聞折り込み、取扱店へパンフレット
配布、ポスター等で周知・啓発する。

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

有機野菜等面積拡大支援事業

80万円

305万円
2157万円

326万円
950万円

609万円

一般会計補正予算（専決分含む）

５億655万円
（累計203億6220万円　前年度同期比15.8％増）

家具固定等の補助金

初日可決

８条植えの田植え機（参考）

使用中止していた庁舎エレベーター
日浦線崩土（重機借上）

冷蔵庫を固定するベルト

里芋掘取機（参考）

有機ＪＡＳマーク

※有機ＪＡＳ認証の取得には、
・栽培を開始する２年以上前から農地に禁止さ
れた農薬・化学肥料を使用していないこと。

・ほ場や施設・用具に農薬や化学肥料などの使
用禁止資材の飛散・混入がないこと。

・遺伝子組み換え種苗は使用しないこと。
など、農林水産大臣の登録を受けた登録認定機
関から認定を受ける必要があり、認定を受ける
までに農場での実地検査も実施されます。

緊急
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令和６年９月定例会提出議案

報告10　専決処分の報告
　　11	 	和解及び損害賠償の額の決定
報告12　健全化判断比率及び資金不足比率
	 	令和５年度の健全化判断比率・資産不足比率を

報告

議案37　一般会計補正予算（第４号）
４、５ページ参照

議案38　一般会計補正予算（第５号）
４〜６ページ参照

議案39　介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案40　国民健康保険条例の一部改正
６ページ参照

議案41　愛媛県地方税滞納整理機構の共同処理
する事務の変更及び規約の変更

議案42　愛媛県後期高齢者医療広域連合規約の
変更

諮問１　人権擁護委員候補者の推薦

議案43　東温市立重信中学校中校舎長寿命化改
修建築主体工事変更請負契約の締結

認定１　一般会計歳入歳出決算認定
認定２　国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定
認定３　後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定
認定４　介護保険特別会計歳入歳出決算認定
認定５　田窪第２工業団地特別会計歳入歳出決

算認定
認定６　吉久工業団地特別会計歳入歳出決算認

定
認定７　水道事業会計決算認定
認定８　下水道事業会計決算認定

請願３　東温市高齢者タクシー利用助成制度の
創設を求める請願

報　告

認　定（令和５年度決算）

請　願

補正予算

条例改正

その他

契　約

８、９ページ参照

【閉会中の継続審査分】

介護施設開設準備経費
助成事業

東温市国民健康保険条例の
一部改正

北吉井小学校エレベーター
設置工事

介護施設等の大規模修繕の際にあわせて行う
介護ロボット・ＩＣＴの導入に対する補助金
の配分基礎単価引き上げに伴う増額

北吉井小学校エレベーター設置工事に係る工
期変更に伴う経費

問 事業の目的は。
答 介護従事者の負担軽減等を図るため、介護
施設等の設備を整備する。
問 導入機器の内容は。
答 居室に取り付けたセンサーが利用者の行動
を認識し、介護職員のスマートフォンに届く
「見守り機器」を導入する。

問 現行の保険証がなくなり、マイナンバー
カードを使用することになるのか。
答 マイナンバーカードを取得している方は、
原則、使用することになる。
問 マイナンバーカードを取得していない方は
どうなるのか。
答 病院等を受診することができる「資格確認
書」を交付する。

問 工期変更の内容は。
答 当初の工期は、７月から12月までの６か月、
変更後の工期は、11月から８月までの10か月
である。
問 工期延長が必要となった理由は。
答 当初、工期を６か月として入札を執行した
ところ、応札業者がなく、入札不調となった。
要因は、エレベーター取付技術者の不足によ
るものであった。工期を10か月に延長した上
で、改めて入札を執行するため、増額となる
見込費用を補正予算に計上したものである。

380万円
96万円

見守り機器導入（イメージ）

北吉井小学校のエレベーター設置予定箇所

雨漏りしている管理棟の屋根

総合公園管理棟改修工事
総合公園管理棟の防水工事等実施設計に要す
る経費

問 雨漏りがひどい状況はいつからか。また、
雨漏りの原因は。
答 管理棟は平成８年度に竣工し、その後10年
経った頃から雨漏りがあり、これまで小規模
の修繕を繰り返してきた。原因は不明であり、
様々な要因が考えられるため、今回、原因調
査を行い、予防措置を含めた工事を実施する
予定である。

165万円

※令和６年12月１
日時点で、国民健
康保険証に記載し
ている有効期限ま
で使用できる。

改正理由

国民健康保険法の
一部改正により、
本年12月２日以降、
現行の被保険者証
が発行されなくな
るため。

総
務
産
業
建
設
委
員
会

　

９
月
11
日
、委
員
会
所
管
事

務
調
査
と
し
て
、重
信
川
か
わ

ま
ち
づ
く
り
に
係
る
公
園
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
、担
当
課
よ
り
公
園
整
備

の
年
度
計
画
の
説
明
を
受
け

た
。

　

ま
た
、天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
つ
い
て
、市
内
外
か
ら
の
期

待
が
大
き
い
旨
の
説
明
が
あ
っ

た
。 委

員
長　

永
井　

大
介

年度計画
R６年度 ・芝生の散水設備設計

・サッカーグラウンド整備（進入路、造成等）
・トイレ（常設２箇所）

R７年度 ・サッカーグラウンド整備（芝生下地土壌敷
しきなら

均し）
・芝生の散水設備工事
・スケートパーク整備

R８年度 ・芝生張り・養生（大人用２面）
・シクロクロスコース整備

R９年度 ・芝生張り・養生（子供用１面）

※管理棟、トイレ増設等については検討中
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決算審査特別委員会

９月18日（水）19日（木）に決算審査
特別委員会を開催し、令和５年度決
算内容について審査を行いました。

認定

歳入
決算額

歳入
決算額

歳出
決算額

歳出
決算額

184億5133万円
（前年度比 △1.3％）

305億9800万円
（前年度比 △2.1％）

172億 459万円
（前年度比 △1.6％）

292億3697万円
（前年度比 △1.3％）

一般会計 全会計

2351万円 ３億6291万円
（繰越明許費含む）

ねんりんピック開催事業 スマート Ｉ Ｃ 整備事業
令和５年10月28日（土）〜30日（月）開催 令和６年３月23日（土）開通

令和５年度 決算令和５年度 決算
財政指標は 健全を維持

注目事業

アートヴィレッジとうおん創生事業

アート・ヴィレッジとうおん
構想成果検証等業務委託料

えひめ人口減少対策総合交付金公共施設自立・分散型エネル
ギー設備等導入事業委託料

要保護・準要保護児童・生徒
援助費さくらの湯観光物産センター

維持管理事業

有害鳥獣捕獲事業負担金

東温市介護保険特別会計
経常収支比率の現状と今後は

問 どのような検証を行ったのか。
答 これまでの構想に係る実施事業の結果分析
や関係者へのヒアリング、課題の洗い出しを
行い、これからの方向性をいくつか提示され
た。今後、総合計画、総合戦略の切り替えの
タイミングに合わせて、計画の連携性や関係
性を加味しつつ、分析結果を基に方向性の検
討を進めていきたい。

問 交付内訳は。
答 若年出産世帯応援事業、保育士確保対策事
業、出会いの場創出事業となっている。なお、
保育士確保対策事業の対象者１人は県外から
転入された方である。

問 調査結果は。
答 19の市有施設について調査を行い、市庁舎・
川内公民館・ふるさと交流館について太陽光
パネルの設置が困難との結果が出ている。

問 要保護・準要保護児童（生徒）に係る基準
等は。
答 生活保護法に規定する要保護者である場合
は、当該児童（生徒）を「要保護児童（生徒）」
としている。また、児童（生徒）の保護者が
要保護者に準じる程度に困窮していると認め
られる場合は、「準要保護児童（生徒）」となる。
なお、就学援助を受ける場合は、いずれも教
育委員会で認定を受ける必要がある。

問 令和５年度の観光物産センターの経営状況
は。
答 収入額は約2,520万円で、72万円程度の赤字
となっている。

問 有害鳥獣の種類別捕獲数と捕獲隊の人数は。
答 令和５年度の捕獲頭数は、猪220頭、鹿360
頭、猿47頭、カラス・カワウ364羽、タヌキ・
ハクビシン・キツネ220頭で、前年度と比較す
ると鹿やカワウなどが増加している。また、
捕獲隊の人数は、令和３年度64人、令和４年
度60人、令和５年度58人である。

問 保険料が年々上昇し、県下でも上位にある
と聞いているが、どのような状況か。
答 直近の３期の保険料（基準額）については
同額で、引き上げていない。第８期計画は県
下で１位であったが、他市町の保険料が引き
上げられ、第９期は２位となっている。本市
は介護施設が充実しており、サービスの利用
が多いことが保険料が高くなる要因の１つと
なっていることから、引き続き介護予防事業
を推進していきたい。

問 経常収支比率の妥当値は。
答 一般的に75～80％が妥当とされているが、
制度改正等の影響により、多くの市町村が80
～100％の間にある。第５次行政改革大綱・実
施プランの推進による事業の選択、効率的な
予算の執行に努め、当面は95％を下回ること
を目指す。
問 経常収支比率を高めている要因は。
答 総合公園ローラースライダーやさくらの湯
等の修繕費の増加、生活保護費や子ども医療
費等の増加、会計年度任用職員の報酬の増加
等である。

418万円

400万円

748万円

2115万円

845万円

1630万円

　経常収支比率とは、財政構造の弾力性を判
断するための指数で、高いほど財政に余裕が
ない状態にあることを示す。
　令和５年度は96.3％で、前年度の95.3％を1.0
ポイント上回った。 （単位：％）

区　分 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５
全国平均 93.2 94.4 88.9 92.2 未発表
県平均 90.2 88.9 85.4 89.2 未発表
東温市 96.0 96.2 90.3 95.3 96.3

東温アートヴィレッジセンター

むぎの穂保育園　東
ひがし

　美
み き

輝さん

災害時に業務を維持すべき施設　川内支所

捕獲器

介護予防事業

保
育
方
針
と
自
然
あ
ふ
れ
る

保
育
環
境
に
憧
れ
て
、

鹿
児
島
か
ら
来
ま
し
た
。

災害時に業務を維持すべき施設（３施設）と
指定避難所（16施設）を調査
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９月定例会

一 般 質 問 ４議員が
市政を問う!!

４議員が
市政を問う!!

1 主権者教育の推進を
2 教職員の抱えるストレスへの対応を
3 移住定住促進のための施策の充実を

1 医療的ケア児の支援を
2 高齢者・障がい者福祉

1 学校給食費を無償に
2 国保税の子どもの均等割の無償化を
3 市で働く非正規労働者について

1 東温市版 DX まちづくりの展望は
2 愛大地域協働センター中予東温の成果は
3 空き家、空き地対策は
4 市長公約の達成度と東温市の未来への展望は

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆ う じ

次 議員

近
こんどう

藤 千
ち え み

枝美 議員

森
もり

 眞
しん

一
いち

 議員

山
やまうち

内 孝
こ う じ

二 議員

　
　

①
小
・
中
学
校
に
お

け
る
主
権
者
教
育

の
実
施
状
況
は
。

　

②
主
権
者
教
育
を
実

施
す
る
上
で
留
意
し
て

い
る
こ
と
は
。

　
　

①
各
学
校
に
お
い

て
、
主
権
者
と
し

て
の
知
識
や
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
る
た
め
、社
会

科
や
特
別
活
動
、生
活
科
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
を
活
用
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
、家

庭
や
地
域
全
体
が
連
携

し
て
、主
権
者
教
育
の
推

進
を
図
る
こ
と
が
課
題

問答

　
　

①
医
療
的
ケ
ア
児

の
現
状
と
支
援
の

状
況
は
。

　

②
相
談
窓
口
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

③
保
育
所
や
幼
稚
園
、

学
校
で
の
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
を
。

　
　

①
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
児
童

は
14
人
把
握
し
て
い
る
。

状
況
に
応
じ
、各
種
サ
ー

ビ
ス
の
検
討
を
行
い
、関

係
者
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
し
て
い
る
。

　

②
相
談
窓
口
は
社
会

福
祉
課
で
あ
る
が
、保
育

問答

で
あ
る
。

　

②
一
面
的
な
見
解
に

偏
ら
ず
、事
実
を
基
に
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、

公
正
に
判
断
す
る
力
を

育
め
る
よ
う
、適
切
な
方

法
で
指
導
す
る
必
要
が

あ
る
。（
教
育
委
員
会
事

務
局
長
）

教
職
員
の
抱
え
る
ス
ト

レ
ス
へ
の
対
応
を

　
　

①
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
に
よ
る
高
ス

ト
レ
ス
者
の
割
合
の
推

移
は
。

　

②
ス
ト
レ
ス
の
要
因

と
そ
の
対
応
策
は
。

　
　

①
高
ス
ト
レ
ス
者

の
割
合
は
、
小
中

学
校
で
平
成
30
年
度
が

７
・
９
％
で
、以
降
９
・
３

％
、５
・
８
％
、７
・
７
％

と
推
移
し
、令
和
４
年
度

が
９
・
５
％
と
な
っ
て
い

る
。年
度
に
よ
り
割
合
が

上
下
し
て
い
る
。

　

②
新
た
に
担
当
す
る

問答

所
・
幼
稚
園
へ
の
入
所
・

入
園
相
談
、母
子
保
健
等

の
各
窓
口
に
お
け
る
相

談
が
き
っ
か
け
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。適
切
な

情
報
提
供
な
ど
、相
談

支
援
体
制
の
充
実
に
取

り
組
む
。（
市
民
福
祉
部

長
）

　

③
現
在
、保
育
所
や

幼
稚
園
で
は
看
護
師
や

認
定
特
定
行
為
業
務
従

事
者
の
研
修
を
受
講
し

た
保
育
士
等
は
い
な
い

た
め
、受
け
入
れ
は
で
き

て
い
な
い
。受
け
入
れ
に

つ
い
て
、検
討
し
て
い
る

段
階
で
あ
り
、今
年
中
に

先
進
地
視
察
を
行
う
。事

業
の
開
始
に
向
け
て
保

育
所
等
と
連
携
を
図
り
、

来
年
度
中
に
受
け
入
れ

の
体
制
を
整
え
た
い
。

　
（
保
育
幼
稚
園
課
長
）

　

今
後
の
本
市
の
課
題

と
し
て
捉
え
、研
究
と
並

行
し
て
進
め
た
い
。（
市

長
）高

齢
者
・
障
が
い
者
福
祉

　
　

①
高
齢
者
の
終
活

支
援
相
談
窓
口
の

設
置
を
。

　

②
窓
口
に
お
け
る
軟

問

事
務
や
突
発
的
な
調
査

や
報
告
書
の
作
成
等
が

あ
る
場
合
な
ど
に
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
。

　

教
職
員
が
業
務
に
大

き
な
負
担
を
感
じ
、メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

職
場
環
境
の
改
善
を
支

援
す
る
。（
学
校
教
育
課
長
）

移
住
定
住
促
進
の
た
め

の
施
策
の
充
実
を

　
　

①
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

戦
略（
比
較
型
移
住
）

の
成
果
は
。

　

②
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦

略
（
決
め
打
ち
型
移
住
）

の
方
向
性
は
。

　
　

①
移
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
２
人
が
常

駐
し
、個
別
の
相
談
に
応

じ
て
い
る
。相
談
件
数
も

増
え
、県
外
か
ら
の
移
住

者
は
年
間
１
０
０
人
程

度
で
推
移
し
て
い
る
。

　

②
独
自
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
戦
略
に
よ
っ
て
本

市
の
魅
力
が
高
ま
れ
ば
、

結
果
と
し
て
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
。今
後
、更
な
る

戦
略
の
検
討
を
進
め
る
。

　
（
地
域
活
力
創
出
課
長
）

問答

骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
利

用
状
況
、設
置
箇
所
の
拡

充
、市
民
へ
の
周
知
を
。

　

③「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
」
に
つ
い
て
市
民

等
へ
の
周
知
・
啓
発
を
。

　
　

①
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
窓
口
に

「
終
活
支
援
窓
口
」
の
掲

示
を
行
う
。

　

②
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
を
税
務
課
、長
寿
介
護

課
、市
民
課
の
窓
口
に
設

置
し
て
い
る
。市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
業
務
効

率
化
を
目
指
し
、広
報
誌

等
で
周
知
し
、設
置
箇
所

の
拡
充
を
検
討
す
る
。

　
（
長
寿
介
護
課
長
）

　

③
聴
覚
や
発
話
に
困

難
が
あ
る
方
の
意
思
疎

通
や
社
会
参
加
に
有
意

な
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
考

え
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
じ
て
周
知
・
啓
発
す

る
。（
社
会
福
祉
課
長
）

答

渡
わたなべ

部　勇
ゆ う じ

次　議員

近
こんどう

藤 千
ち え み

枝美　議員

医療的ケア児の

支援を

主権者教育の推進を

北吉井っ子シトラスリボン
プロジェクト：リボン作り

軟骨伝導イヤホン

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。

Q 本会議を傍聴するには。

A 本会議は、一般に公開されており、どなたでも傍聴できます。
　定例会の日程は、「議会だより」裏表紙や東温市議会ホームページの会議日程で確認でき
ます。
　傍聴を希望される方は、本会議当日に市役所５階傍聴席入口にて傍聴券の交付を受け、
傍聴券に住所及び氏名を記入してから入場してください。
　議場に来ることができない場合は、インターネットで映像配信（ライブ配信や過去の議
会の映像の配信）をしておりますので、ぜひ、ご視聴ください。

議会Q&A議会Q&A 本会議の動画はこちら
から視聴できます。
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学
校
給
食
費
を
無

償
に
す
る
場
合
の

幼
稚
園
、小
学
校
、中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
負

担
は
。

　
　

令
和
６
年
度
の
児

童
・
生
徒
数
及
び

令
和
５
年
度
の
給
食
実

施
回
数
で
試
算
す
る
と

幼
稚
園
が
約
９
０
８

万
円
、
小
学
校
が
約

８
０
５
３
万
円
、中
学
校

が
約
４
４
７
５
万
円
、合

計
で
約
１
億
３
４
３
６

万
円
と
な
る
。（
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

問答

　
　

①
w
e
l
l b
e
i
ng

の
実
現
を
。

　

②
D
X
化
の
推
進
体

制
は
。

　

③
官
民
協
働
の
地
域

共
創
は
。

　
　

①
市
民
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
、職
員
の
働
き

方
改
革
等
を
踏
ま
え
実

現
し
て
い
き
た
い
。

　

②
市
長
を
本
部
長
と

し
、全
庁
横
断
的
組
織
、

デ
ジ
タ
ル
庁
窓
口
Ｂ
Ｐ

Ｒ
・
総
務
省
地
域
情
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
支
援
も

問答

国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
の
無
償
化
を

　
　

①
国
保
税
の
子
ど

も
の
均
等
割
を
廃

止
す
る
場
合
の
市
の
負

担
は
。

　

②
子
ど
も
の
均
等
割

廃
止
を
実
施
で
き
な
い

か
。

　
　

①
令
和
６
年
度
７

月
末
時
点
の
被
保

険
者
数
に
基
づ
き
、低
所

得
世
帯
の
軽
減
措
置
の

適
用
を
考
慮
し
て
試
算

し
た
場
合
、約
７
６
０
万

円
と
な
る
。

　

②
社
会
保
険
の
適
用

拡
大
や
団
塊
世
代
の
後

問答

得
て
進
め
て
い
る
。

　

③
先
進
自
治
体
、相

手
企
業
の
情
報
収
集
に

努
め
官
民
協
働
の
D
X

化
の
取
り
組
み
を
検
討

す
る
。（
企
画
政
策
課
長
）

愛
大
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー

中
予
東
温
の
成
果
は

　
　

事
業
の
進
捗
状
況

と
東
温
市
民
の
生

活
に
係
る
成
果
と
展
望

は
。

　
　

健
康
・
医
療
分
野
で

の
成
果
は
出
て
お

り
、生
活
習
慣
改
善
に
よ

る
健
康
・
長
寿
の
促
進
に

寄
与
し
て
い
る
。医
農
連

携
、医
工
連
携
に
よ
る
地

元
企
業
と
の
製
品
開
発

も
大
学
と
共
同
で
成
果

報
告
会
に
よ
る
情
報
共

有
を
実
施
し
、さ
ら
な
る

伸
展
を
目
指
し
て
い
る
。

　
（
産
業
建
設
部
長
）

問答

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
移
行
に
よ
る
加
入
者

数
の
減
少
等
に
加
え
、増

加
す
る
保
険
給
付
費
の

影
響
か
ら
、国
民
健
康
保

険
事
業
の
財
政
運
営
は

大
変
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。事
業
の
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
、ま
た
制

度
を
適
正
適
切
に
運
用

す
る
た
め
、実
施
は
難
し

い
と
考
え
る
。（
税
務
課

長
）市

で
働
く
非
正
規
労
働

者
に
つ
い
て

　
　

①
非
正
規
労
働
者

の
人
数
は
。

　

②
時
給
１
０
０
０
円

未
満
の
人
数
は
。

　

③
一
時
金
、退
職
金
を

受
け
取
れ
る
人
数
は
。

　
　

令
和
６
年
８
月
１

日
時
点
に
お
い
て
、

　

①
男
性
62
人
、女
性

４
１
４
人
、合
計
４
７
６

人
で
、全
て
会
計
年
度
任

用
職
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
男
性
12
人
、女
性

22
人
の
合
計
34
人
で
あ

る
。

　

③
男
性
1
人
、女
性

31
人
の
合
計
32
人
で
あ

る
。（
総
務
課
長
）

問答

空
き
家
、空
き
地
対
策
は

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
現
状
と
次
の

ス
テ
ッ
プ
は
。

　
　

空
き
家
対
策
専
任

の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
よ
る
調
査
、バ
ン

ク
活
用
の
働
き
か
け
、空

き
家
相
談
窓
口
「
東
温
市

ア
キ
カ
ツ
カ
ウ
ン
タ
ー
」

の
設
置
等
総
合
的
に
対

策
を
推
進
す
る
。（
産
業

建
設
部
技
監
）

市
長
公
約
の
達
成
度
と

東
温
市
の
未
来
へ
の
展

望
は

　
　

①
重
信
・
川
内
の
一

体
化
は
。

　

②
加
藤
市
政
の
ス

テ
ッ
プ
と
ジ
ャ
ン
プ
・

着
地
は
。

　
　

①
新
市
建
設
計
画

に
基
づ
き
地
域
間

交
流
、格
差
是
正
の
取
り

組
み
は
多
岐
に
わ
た
り

両
地
区
の
均
衡
あ
る
発

展
に
つ
な
が
っ
た
。

　

②
２
期
目
に
掲
げ
た

６
項
目
の
公
約
は
着
実

に
進
ん
で
お
り
、引
き
続

き
将
来
を
展
望
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
」
を
整

え
て
い
く
。（
市
長
）

問答問答

森
もり

 真
しんいち

一　議員

山
やまうち

内 孝
こ う じ

二　議員

東温市版DX

まちづくりの展望は

学校給食費を無償に

産学官連携の幅が広がる
愛大地域協働センター中予東温

学校給食センター

　

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会（
６

月
）
で
の
中
間
報
告
に
基
づ
き
、

８
月
１
日
市
長
に
対
し
、「
東
温

市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
の

改
定
に
係
る
申
し
入
れ
」
を
行

い
ま
し
た
。

①　

議
員
報
酬
の
月
額
に
つ
い

て
正
副
議
長
、議
員
そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
増
額
す
る
こ
と
。

※
現
在
の
議
員
報
酬
額

　

議
長　　
（
39
万
６
千
円
）

　

副
議
長
（
32
万
３
千
円
）

　

議
員　　
（
29
万
７
千
円
）

②　

改
定
時
期
を
令
和
７
年

　

４
月
１
日
と
す
る
こ
と
。

委
員
長　

松
末　

博
年

申
し
入
れ
内
容

議
員
定
数
等
調
査

特
別
委
員
会

認
定
こ
ど
も
園
　
北
吉
井
幼
稚
園
　
運
動
会

　

表
紙
は
、認
定
こ
ど
も
園
北
吉
井
幼
稚
園

の
運
動
会
の
様
子
で
す
。幼
稚
園
最
後
の
運

動
会
に
な
る
年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
に
決
め

ポ
ー
ズ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

がんば
ったポ

ーズ

たのし
かった

ポーズ

き組（年長）

みどり組（年長）
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広
報
広
聴
特
別
委
員
会

文
教
市
民
福
祉
委
員
会

　

議
会
報
告
会
で
市
民
か
ら
出

さ
れ
た
ご
み
問
題
に
関
す
る
意

見
等
に
つ
い
て
、委
員
会
で
協

議
・
検
討
し
た
結
果
、市
に
対
し

申
し
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

10
月
３
日
市
長
に
対
し
、申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、議
会
だ
よ

り
、議
会
報
告
会
等
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、

「
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
会
自
ら
が
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、議
会
の
活
性
化

と
議
員
の
資
質
向
上
を
図
る
」

こ
と
を
目
的
に
発
行
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、内
容
の
充
実
を
図

る
た
め
、昨
年
研
修
会
を
行
い
、

そ
の
研
修
を
踏
ま
え
「
発
行
編

集
方
針
」
の
改
訂
や
「
議
会
だ
よ

り
モ
ニ
タ
ー
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
「
発
行
編
集
方
針
」
に
つ
い

て
は
、議
会
基
本
条
例
第
８
条

（
情
報
公
開
及
び
説
明
責
任
）

を
果
た
す
た
め
、議
会
の
活
動

を
「
市
民
に
伝
え
る
」
だ
け
で
な

く
、読
ま
れ
、役
立
ち
、議
会
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の

「
市
民
に
伝
わ
る
」
議
会
だ
よ

り
を
目
指
す
と
明
記
し
、「
わ
か

り
や
す
い
」「
読
み
や
す
い
」「
親

し
み
や
す
い
」
の
３
項
目
に
留

意
し
、編
集
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

①
生
ご
み
の
減
量
化
を
促

進
す
る
た
め
、補
助
対
象
と

な
る
生
ご
み
処
理
容
器
及

び
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

に
係
る
機
種
等
の
周
知
及

び
補
助
制
度
の
拡
充
を
図

る
こ
と
。

　

②
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
（
チ
ュ
ー
ブ

類
等
）
の
分
別
収
集
に
係
る

周
知
徹
底
等
を
図
る
こ
と
。

　

③
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
更

な
る
推
進
に
向
け
た
、重
信

地
区
・
川
内
地
区
に
お
け
る

ビ
ン
の
回
収
方
法
（
色
別
回

収
）
の
統
一
化
を
図
る
こ

と
。

　

④
ご
み
袋
へ
の
氏
名
記
入

の
必
要
性
等
に
係
る
市
民

へ
の
説
明
・
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
。

　

⑤
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、生
ご
み
の
水
切
り
や

刈
り
草
等
の
乾
燥
等
、ご
み

出
し
時
に
水
分
を
減
ら
す

方
法
の
周
知
徹
底
を
図
る

こ
と
。

　

⑥
ご
み
分
別
に
関
し
て

広
報
誌
に
特
集
記
事
等
を

掲
載
す
る
こ
と
（「
ご
み
の

分
別
は
や
わ
か
り
帳
」・
東

温
市
L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
の「
ご
み
分
別
検

索
」
の
有
効
活
用
を
含

む
。）。

　
「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
」
に

つ
い
て
は
、試
行
的
に
、議
員
が

直
接
数
人
の
市
民
に
お
願
い
す

る
方
法
で
実
施
し
ま
し
た
。主

な
内
容
は
15
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
。

　

次
に
、議
会
報
告
会
に
つ
い

て
は
、昨
年
４
月
19
日
の
第
１

回
開
催
に
続
き
、５
月
17
日
「
第

２
回
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。「
ご
み
に
関
す
る
問

題
」
に
つ
い
て
、市
民
と
議
員
が

直
接
意
見
交
換
を
行
い
、市
民

か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
意
見
は
、文
教

市
民
福
祉
委
員
会
で
検
討
さ

れ
、市
長
に
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
は
、市

民
か
ら
の
意
見
、提
案
を
議
会

で
協
議
し
、特
に
重
要
案
件
に

つ
い
て
は
、市
長
（
執
行
部
）
に

提
案
す
る
等
、市
民
生
活
の
向

上
に
向
け
た
政
策
の
実
現
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。今

後
は
、そ
の
起
点
と
な
る
議
会

報
告
会
を
引
き
続
き
開
催
し
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

委
員
長　

安
井　

浩
二

委
員
長　

丹
生
谷　

美
雄

申
し
入
れ
内
容

「ごみの分別はやわ
かり帳」はこちらか
らも閲覧できます。

議会だよりモニターアンケート結果
　広報広聴特別委員会では、市民にわかりやすく議会活動を伝えるため「議会だより」の内容の充
実を図ってまいりました。市民の意見を取り入れよりよいものとするために、「とうおん議会だより
第73号（令和６年５月１日発行）」において、「議会だよりモニター」を実施しました。42人の市民
がモニターになりアンケートに回答していただきました。アンケート結果の一部をお知らせします。

〇性別は？ 〇年齢は？ 〇傍聴またはインターネット視聴をし
　ましたか？（モニター42人のうち）

　議会だよりモニターアンケートにご協力くださいました市民の皆さまに、心よりお礼を
申し上げます。
　ご意見を参考に今後もさらに「市民に伝わる」議会だよりにするために努めてまいります。

広報広聴特別委員会

〇印象に残った記事は？（複数回答）

〇掲載してほしい記事や情報は？（複数回答） 〇関心のある分野は？（複数回答）

年齢 人数
20歳代 ２人
30歳代 １人
40歳代 ７人
50歳代 ４人
60歳代 13人
70歳代 12人

80歳代以上 ３人

順位 項目［上位４項目］ 人数
１ シリーズ予算化された事業 その後　通学路交通安全緊急対策事業（P3） 26人
１ ３月定例会　公園整備事業（P７) 26人
３ ３月定例会　一般質問（P11～14） 22人
４ ３月定例会　東温市誕生20周年記念事業（P６） 17人

順位 項目［上位４項目］ 人数
１ 市民意見や市民が登場する記事 21人
２ 議案などの詳細 12人
３ 議会や審査の流れ 11人
４ 議会傍聴者の感想 ８人

順位 項目［上位４項目］ 人数
１ 生活・環境 29人
２ まちづくり 26人
３ 福祉 16人
３ 健康・医療 16人

〇事業や活動内容等を写真やイラスト等で一目でわかりやすいようにしてはどうか。
〇縦書きと横書きの両方があるので、すべて横書きにしてはどうか。

〇初めてインターネットで議会を視聴して、簡単に見ることができ良かった。もっと周知す
れば良いと思う。
〇今まで議会だよりを熟読してなかったが、今回モニターになり、議会活動や市政を知るこ
とができ議会への関心が深まった。モニターを増やしていければ良いと思う。

〇とうおん議会だよりに対する意見は？

〇市民が関心を持つために議会として必要な取り組みは？
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／
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1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.7

5
　

令
和

6
年

1
1
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　「
議
会
は
何
し
て
い
る

の
？
」

　
私
た
ち
は
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
委
員
と
し

て
、議
会
活
動
を
い
か
に

分
か
り
や
す
く
皆
さ
ま

に
お
伝
え
で
き
る
か
を

テ
ー
マ
に
、協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
紙
面
に
つ
い
て
ご
意

見
を
く
だ
さ
っ
た
方
々

や
、モ
ニ
タ
ー
と
し
て
提

言
を
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
支
え
ら
れ
、編
集
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
次
号
か
ら
は
新
メ
ン

バ
ー
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
丹
生
谷
　
美
雄
）

発
行
責
任
者
丸
山
　
稔

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長
安
井
　
浩
二

副
委
員
長
相
原
真
知
子

委

員
近
藤
千
枝
美

〃

丹
生
谷
美
雄

〃

松
末
　
博
年

〃

渡
部
　
勇
次

〃

永
井
　
大
介

〃

野
口
　
竜

日 月 火 水 木 金 土

12/2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

12月定例会のお知らせ（予定）

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編
　
集
　
後
　
記

　

東
温
市
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
自
然
に
恵
ま
れ
、
田

畑
は
き
れ
い
に
管
理
さ

れ
、
昔
な
が
ら
の
農
村
の

原
風
景
も
残
っ
て
お
り
、

温
暖
で
災
害
が
少
な
く
人

が
優
し
い
。
こ
れ
は
先
人

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

財
産
で
す
。
こ
の
財
産
で

あ
る
景
色
、
景
観
を
守
り

農
村
の
集
落
機
能
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が

私
た
ち
農
業
に
携
わ
る
者

が
一
番
に
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
の
想
い
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
弊
社
の
「
媛
も
ち

麥む
ぎ

」
「
押
は
だ
か
麦
」
が
、

さ
く
ら
セ
レ
ク
ト
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
麦
を

作
る
過
程
で
「
麦
秋
」
と

呼
ば
れ
る
麦
の
穂
が
熟
れ

る
初
夏
の
季
節
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
辺
り
一
面

青
々
と
し
て
い
た
麦
畑

が
、
一
斉
に
紫
色
や
黄
金

色
に
染
ま
り
ま
す
。
こ
の

麦
畑
の
景
色
を
東
温
市
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
の
原
風
景
の
一
つ
に
な

れ
ば
と
願
い
を
込
め
て
作

り
続
け
て
い
き
ま
す
。

有
限
会
社

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム

　
　
取
締
役 
大お
お
も
り森

　
陽よ
う
へ
い平

さ
ん

地
域
を
守
り
育
て
る

　
　
農
業
で
あ
り
た
い

人
シ
リ
ー
ズ

開会
総務・文教

委員会

一般質問 一般質問 質疑

予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会
閉会

 

SAKURA select 選定品　媛もち麥
むぎ

　「市のホームページ」で議会開会
中、生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧に
なれます。

議会インターネット中継

市議会ページ

　
　

８
月
１
日
発
行
の
と
う

お
ん
議
会
だ
よ
り
第
74
号
の

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
出

産
世
帯
応
援
事
業
」
に
お
い

て
、助
成
対
象
年
齢
が
全
年

齢
に
拡
充
さ
れ
る
の
は
、令

和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
出

産
し
た
世
帯
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

東温市
イメージキャラクター
いのとん

議会だよりが
スマホで読めます。

注


